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１ 単元名  物のとけ方（第５学年） 

２ 指導のねらい 

物のとけ方について身に付けた知識や実験・観察の技能を組み合わせて、食塩、ミョウバン、

砂糖が溶けている３つの水溶液を見分ける実験方法を構想できるようにする。 

３ 実践の内容 

第５学年「物とけ方」〔全１５時間〕 （本時１４・１５／１５時） 

第１次（３時間） 

物は水に溶けても、水と物を合わせた重さは変わらないことを理解する。 

第２次（６時間） 

 物が一定量の水に溶ける量には限界があること、物によって水に溶ける量が異なること、

水の温度と物が溶ける量の関係について理解する。 

第３次（６時間） 

【学習活動】 

１・２水溶液を冷

やすと溶けていた

物を取り出すこと

ができるかを調べ

て、まとめる。（

食塩・ミョウバン

で実験） 

（１）本時の学習の流れ 

 

 

 

 

 

 

 ① 問題をつくる。 

 ② 問題に対する予想を発表し、話し合う。 

 ③ 予想をもとに、結果の予想をしながらグループで実験方法を考え、

ワークシートに記述する。【構想】 

 ④ 考えた実験方法で実験をして、結果を記録し、整理する。 

 ⑤ グループごとに実験結果からわかったことをまとめて、発表する。

  

 ⑥ 学習のまとめをする。 

 

 

 

 

 

（２）授業の実際 

  問 題   

 

 

  

  予 想  

３・４水溶液を熱

して水を蒸発させ

ると、溶けていた

物を取り出すこと

ができるかを調べ

てまとめる。（食

塩・ミョウバンで

実験） 

  

    

  

 

  

 

 

 

 

５・６食塩、ミョ

ウバン､砂糖が溶

けている３つの水

溶液を見分ける方

法を考えて、調べ

る。 

 

 

構想 身に付けた知識・技能を組み合わせて、実験計画を立てる 

A、B、C の水溶液にとけている物は「食塩」「ミョウバン」「砂糖」の

どれだろうか。 

 

何が溶けているか調べるには、どのような実験をしてどの

ような結果になればよいか予想してみましょう。 

水溶液を熱して水を蒸発させて、白い粉が出てくれば「食

塩」「ミョウバン」が溶けているといえるよ。同じ白い粉

でも食塩は出てくるときパチパチ音がして、ミョウバンは

少しどろっとしていたから見分けられるよ。 

水溶液を冷やして白いつぶが出てきたら、「ミョウバ

ン」がとけているとわかるよ。 

 
「砂糖」の水溶液も、水を蒸発させたら白い結晶が出てく

るかもしれない。結晶を観察すればわかるかな。 

「砂糖」も冷やしたら出てくるのかな。 
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 実験方法を考える（構想）    

 

 

 

 

    

   

   

   実 験  

   

 

 実 験  

 

 

 

 

 

 

 

 

  結 果・考 察  

４ 成果と課題 

  本実践では、身近な素材を取り入れて、既習の学習から解決できそうな課題を設定したことが、

児童の学習意欲につながることがわかった。予想の書き方を示したことで、児童が実験方法やの実

験の結果を見通して予想することができた。さらに、個人の予想を発表し全体で話し合う時間を十

分にとることで、問題に対するより具体的な解決方法を構想できることにつながることがわかった。 

  課題としては、既習の学習を組み合わせて解決できそうな課題を設定するのが難しい単元では、

どの場面で構想する力を育成していくか考えていく必要がある。        （黒沢 恵理） 

【目指す児童像】 

いくつかの実験の結果を基に、何が溶けていたかを考

え、説明している。（児童の発表、ワークシートより） 

【目指す児童像】 

前時までのノートを振り返りながら、身に付けた知識や技能を組み合わせて実験

方法を考えている。（実験方法を考えている児童の様子、ワークシートより） 

水を蒸発させる 

 

【指導のポイント】 

①予想を立てる際、前時までの実験を想起させ、「～をして、～になれば、～がとけている」

という書き方を示す。 

②各自で立てた予想を発表させ、全体でそれぞれの水溶液の特徴を話し合い、予想が一致し

たときに得られる結果の見通しをもたせてから、詳しい実験方法を考えさせる。 

③実験方法を考える際は、必要な実験器具や水溶液の量、温度などを詳しく記述するよう助

言する。 

冷やす 

 

【目指す児童像】 

水溶液を冷やす温度や、熱する量などを正確に測定し、適切なデータを得ようとしている。 

（実験をしている児童の様子より） 

自然に蒸発させる 

 

水を蒸発させた A から、わたあめ

みたいな甘いにおいがしてきた。 

それぞれの水溶液を５℃まで冷やした

ら C だけから白いつぶが出できたか

ら、やっぱり C が「ミョウバン」だ

ね。 


